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　新大阪発着「さくら」
川内駅に上下21本停車!!

❽広報薩摩川内　2011. １.10

　11 月 30 日（火）、市役所本庁で、岩切秀
雄市長が原

はらぐち

口愽
ひろふみ

文氏へ厚生労働大臣表彰の
伝達を行いました。この賞は、昭和 49 年
からの長きにわたり、隣保館事業の運営や、
老朽化した同館の改修などに尽力された原
口氏の功績に対して贈られたものです。

　12 月 10 日（金）、朝陽小学校の児童が、
サトイモ堀りを体験しました。これは同校
で 30 年来続く三世代交流行事として行われ
たもの。ほとんどの児童がサトイモ堀りは
初体験でしたが、人の顔ほどの大きさに成
長したサトイモを、泥んこになりながら収
穫しました。

　11 月 16 日（火）、入来文化ホールで入来・
祁答院地域の全小・中学校が参加して仲よ
し音楽会が開催。合唱や合奏だけでなく、
地域の伝統芸能やラテン調の合唱なども披
露され、観覧者からは「小学校と中学校の両
方の演奏が聴けてよかった」と好評でした。

　12 月５日（日）、藤川小学校 130 周年記
念式典が、多数の来賓や卒業生らが出席し
盛大に行われました。また、式典後には学
習発表会も行われ、児童全員による太鼓演
技や先生・保護者らによる合唱や演劇など、
さまざまな演目が披露されました。

　11 月 27 日（土）・28 日（日）、樋脇町内の
各会場で第７回市比野温泉よさこい祭りが
開催されました。祭りには九州各地、遠く
は島根県から全 68 チームが参加。鮮やかな
衣装を身にまとった踊り子たちが華麗な踊
りを繰り広げ、会場に訪れた多くの観客は
食い入るように見物していました。

　12 月３日（金）、樋脇女性団体連絡協議会
から手作りの竹ぼうきとぞうきんが樋脇地
域の小・中学校へ寄贈されました。寄贈を
受けた樋脇小学校の児童たちは「これらを使
い学校をきれいにします」とお礼の言葉を述
べていました。

　12 月４日（土）、江石地区で恵比寿祭りが
開催されました。この祭りは、一年間の豊
漁と地域の活性化を目的に行われているも
の。当日は天候にも恵まれ、午前中に祭事、
午後から漁船パレードやもち投げなどが行
われました。地区外からも多くの参加者が
あり、楽しい一日となりました。

　12 月 2 日（木）、国際協力を担う人材の
育成を目的に行われるスタディツアー参加
者が市役所を表敬訪問しました。同ツアー
はラオス人民民主共和国で学校保健援助を
行っているＮＰＯ法人「じゃっど」が主催す
るもの。本市からは川内高等学校２年生の
中
なかぞの
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　11 月 26 日（金）、藺牟田池県立自然公園
で鹿児島県室内装飾組合川薩支部による清
掃ボランティア活動が実施されました。高
圧洗浄機などを使用し、同公園内の公衆ト
イレや歩道、アクアイムなどを大変きれい
にしていただきました。
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まちの話題

　12月４日（土）、国際交流センターで、「R
リ ア ル

eal 
Y
ユ ー

ou 自分らしく生きるために」をテーマに男女
共同参画フォーラムが開催されました。ゴス
ペル歌手文

ぶん

屋
や

範
はん

奈
な

さんのすてきな歌声を交じ
えての講演や、育児も積極的に行う男性「イク

（育）メン」をテーマにしたパネルディスカッシ
ョンも行われました。

　12 月３日（金）、市役所本庁で、岩切秀雄
市長立ち会いの下、済生会川内病院と九州電
力（株）が｢電離放射線による汚染傷病者の受
け入れに関する契約｣の調印を行いました。こ
の契約は、川内原子力発電所内での放射性
物質汚染の可能性がある傷病者の受け入れに
ついて、同病院との役割分担などを定めたも
のです。
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